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①学校運営上の
課題

社会に開かれた教
育課程への対応

学校が抱える課題や地域と連
携・協働して解決に取り組むべ
き課題について、どのようにア
クションをおこしていけばよいか
イメージできない。

教職員や地域コーディネーター、地区交
流センター長、学校運営協議会委員を対
象とした市独自のCS研修会を開催し、参
考となる取組事例の共有や意見交換を
行う。

課題解決に向けた取組について
イメージすることができる。

学校運営協議会における
課題解決に向けた取組の
実施件数

5 回 8 14 4

コミュニティ・スクール導入２年目となり、学校と学校運営協
議会委員の双方向の意見交換ができるようになってきてい
る。また、研修会を開催し、各校の取り組みを共有すること
で、取り組み内容に新たな視点が加わっている。
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②学校と地域の
課題

その他
地域住民へのコミュニティ・ス
クールの周知が不足している。

地区交流センターと連携しセンター報等
で周知するほか、地域住民が集まる場
所（地区交流センター等）において学校
運営協議会を公開実施する。

地域住民がコミュニティ・スクー
ルの取組を知っている。

市独自のＣＳ評価書の項
目５「コミュニティ・スクール
に関する情報発信につい
て」の各校の平均値

2.1 2.5 2.7 4

学校、地域が発行する広報紙などを活用し、コミュニティ・ス
クールを周知したほか、地域住民が集まる機会を企画して
学校運営協議会を併催するなどして住民への周知を図っ
た。今後はコミュニティ・スクールのしくみにとどまらず、取り
組みそのものを知ってもらうため、学校（児童生徒）と地域の
つながりを生み、さらに深める活動を実施したい。
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